
 

 

        

 

 

大平運動公園整備構想パブリックコメントの実施結果について 

 

１ 実施期間  

  令和７年８月６日（水）から令和７年９月５日（金）  

 

２ 意見の提出状況  

  ２５件（７名）  

 

３ 意見の概要と市の考え方  

番号  意見の概要  市の考え方  

１  人口減少により、利用者は今後さらに減少

する可能性が高く、栃木市総合運動公園が

近いため機能重複による利用者分散が予

想される等現状維持が望ましい。 

現在、栃木市総合運動公園をはじめ

とする野球場やテニスコート等の利

用率は非常に高く、利用者のニーズに

応えられない状況にあります。そのた

め、一部の施設に利用を集中させるの

ではなく、各地域の公園施設が持つ特

色を活かしながら利用機会の確保を

図ってまいります。 

２  大平運動公園の優先課題は、トイレの改修

と子供の遊具の充実。 

トイレ改修や遊具の充実は大平運

動公園の課題だと考えられますので、

整備構想に反映してまいります。 

３  競技レベルの高い試合は、栃木市総合運動

公園に集中させるべき。 

大平運動公園の野球場は人工芝や

電光掲示板等すでに硬式野球を行う

環境が整備されており、この環境を活

かして「みる」スポーツとしての拠点

整備を考えております。 

４  大規模改修は建設費だけでなく、維持管理

費（ランニングコスト）が将来の財政負担

になる。 

 

 

 

 

 

 

大平運動公園は供用開始から約 30

年が経過し、各施設の老朽化が進行し

ているため、現時点でも多額の維持管

理費が発生しております。この現状を

踏まえ、改修費と合わせて将来のラン

ニングコストを低減してまいります。 

 

 

 



 

 

５  近隣住民が求めるのは、大規模改修ではな

くきれいなトイレや治安（利用しやすい）

公園です。 

今後の検討の参考にさせていただ

きます。 

６  大規模改修にかかる費用は 17 億円規模と

聞いておりますが、その投資に見合う利用

者増は見込めません。 

国の補助金や民間資金の活用など

財政負担の軽減を図るとともに、適切

な施設更新や維持管理により将来的

な財政負担の低減を図り、「する」「み

る」「ささえる」といった多様な形で

のスポーツ人口の増加を目指してま

いります。 

７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏の高校野球（県大会）に使用されていた

とちぎ木の花スタジアム（栃木市運動公園

硬式野球場）が、今年から使用されなくな

り、真岡ハイトラ運動公園市民球場（真岡

市民球場）で実施されるようになった。と

ちぎ木の花スタジアムは古く老朽化しス

コアボードがアナログで、最後の夏を迎え

る高校生は電光掲示板の球場でやりたか

ったと話していた。とちぎ木花スタジアム

を改修し、数十年高校野球で使用されてき

た球場をもう一度利用してもらえるよう

高野連に働きかけてほしい。 

木の花スタジアムにおいても、施設

の老朽化が進んでいることから、電光

掲示板への改修を行い、高校野球の県

大会でも使用できるように整備して

まいります。 

 

８  特定の政治家、一部のスポーツ団体、一部

の法人の意見による改修は実施されない

ことを強く望みます。 

大平運動公園の整備にあたっては、

公平性や透明性を確保し、市の計画に

基づいて事業を行ってまいります。 

９  地震や水害など、昨今自然災害の脅威にさ

らされており、もはや誰がいつ被災しても

不思議ではない状況にあります。 

大平運動公園は避難エリアに指定されて

います。栃木市周辺の市をみると、避難場

所の指定を受けている公園を「防災公園」

化しつつあるようです。（下野市・大松山

運動公園など） 

栃木市については、現状そのような計画は

聞こえてきません。 

そこで、この機会に「防災公園化」を進め

てはいかがでしょうか。（かまどベンチ、

マンホール型災害トイレ等） 

 大平運動公園は地震災害時に危険

から逃れるための一時的な避難場所

として指定しておりますので、大規模

災害時等には仮設住宅用地など多様

な活用が想定されます。そのため、公

園内における防災設備の配置等は、防

災計画等様々な観点から検討してま

いります。 

 



 

 

１０  全天候型の運動場を望みます。 

200 メートルのトラックを作るならば、「タ

ータン」と呼ばれる合成素材がよいと思い

ます。 

第一多目的運動広場は、サッカー、

陸上、野球など多目的な用途で使用さ

れており、陸上競技専用である「ター

タン」素材を用いたトラックの整備は

難しいと考えております。 

１１ 休憩する場所や軽食を取れる場所を含む

ところがあるとよいと思います。 

本整備構想において、休憩や軽食を

取れる場所として、四阿
あずまや

等の休憩施設

や屋根付きの観客席等の設置を計画

しております。 

１２ トイレも少し多めに設置（洋式）した方が

良いと思います。 

公園利用者の増加が見込まれます

ので、ご意見のとおり、トイレの増設

を整備構想に反映したいと考えてお

ります。 

１３ スケートボードが出来るところもあると

良いと思います。 

スケートボードは、近年オリンピッ

ク種目化などで注目度が高まってお

り、専用スペースの提供により事故や

迷惑行為を防ぐ効果も期待できるこ

とから、増設する駐車場をスケートボ

ード練習場として使用できるよう検

討してまいります。 

１４ 体育館が併設されると良いですね。 本整備構想では、体育館の設置は難

しいと考えております。 

１５ 「③第２多目的運動広場 

・夜間照明設備をＬＥＤ灯に改修しま

す。 ・全面芝グラウンドに整備します。 ・

観客席を１００席程度設置します。 ・令

和１８年度を完成目標とします。」 

 

上記構想について 

・全面芝グランドに整備とあるが、全面人

工芝にできないか。 

天然芝にて整備すると、維持管理の問題が

必ず出てくる。芝の状態により養生期間が

発生し使用不可期間などあっては、整備す

る意味がない。 

 

 

 

第２多目的運動広場は、臨時駐車場

としての利用を想定しており、人工芝

の場合は将来的に発生する高額な更

新費用も考慮した結果、天然芝を設置

する計画といたしました。また、天然

芝は養生期間を要することから、養生

方法の改善や期間の短縮を検討して

まいります。 

 



 

 

１６ 「９．整備構想の具体化に向けて 

（１） 関係者との情報交換 ・競技団体等

と積極的な情報交換を図り、利用者や大会

運営者の視点に立った、使 いやすい施設

整備に向けた検討を行います。」 

 

上記整備構想の具体化に向けて 

・関係者・協議団体等との情報交換や利用

者の視点に立ったとあるが、関係者・協議

団体等においてどのように情報交換して

いくのか伺いたい。また、利用者の視点と

あるが、どのように利用者の視点を分析す

るのか伺いたい。 

整備構想の具体化に向けては、関係

者・協議団体等と定期的に意見交換を

行ってまいります。また、利用者の視

点については、アンケートを実施し意

見や要望を収集・分析をすることによ

り、施設の具体的な設計を行う段階に

おいて、反映したいと考えておりま

す。 

 

１７ 現在、大平運動公園はペット入園禁止とな

っております。 

近年の飼い主とペットの関わりや近隣市

町の状況を鑑み、ペット入園禁止の規制を

解除し、ペットと共存できる公園に生まれ

変わってください。 

栃木市は公営ドッグランの整備が遅れて

おります。犬のリードを外し走り回れるド

ッグランの新規設置をお願いします。 

当公園では、ドッグランおよび関連

施設を新たに整備するための敷地や、

トラブル等に対応する管理体制の確

保が困難であります。また、ペットが

苦手な方や子供の安全確保など、様々

な意見があるなかで、ペット入園可と

することは現時点で難しい状況であ

ります。 

 

１８ グラウンドゴルフ場整備作業時に発生す

る砂埃が、第二多目的広場でサッカーして

いる子供達に飛んでくるので、対策をお願

いしたい。 

作業方法の改善や防塵ネットの設

置等を検討してまいります。 

 

１９ （第二多目的運動広場で試合を行う場合

に）試合前にアップができるスペースがほ

しい。 

専用スペースの確保が困難である

ため、増設は難しい状況であります。 

２０ 第二多目的広場を全面人工芝に整備して

ほしい（サンエコ自然の森サッカー場（鹿

沼市）参照）。また、人工芝の中のゴムチ

ップ(黒色)は温度が 60°～70°にもなる

ことから、暑さ対策として白色のゴムチッ

プを検討してほしい。 

第２多目的運動広場は臨時駐車場

としても利用する計画であることか

ら、駐車場としても利用可能な天然芝

とする計画となります。 

 

 

 

 

 



 

 

２１ エアコン付の休憩所(自由利用)を設置し

てほしい。 

利用状況に応じて空調設備付き休

憩施設の必要性を検討してまいりま

す。 

２２ 公園東側にある日立駐車場やさくら広場

を公園の駐車場として検討したほうが良

い。 

今後の検討の参考にさせていただ

きます。 

 

２３ キャッチボールやトスバッティング等、試

合前にアップができるスペースがほしい。 

専用スペースの確保が困難である

ため、増設は難しい状況であります。 

２４ 熱中症対策を検討してほしい。 本整備構想において、四阿
あずまや

等の休憩

施設の設置を計画しております。 

なお、利用状況に応じて空調設備付

き休憩施設の必要性も検討してまい

ります。 

２５ 第一多目的広場は有料施設であるが、使用

許可なく、利用している人が散見されるた

め、フェンスを設置し、鍵をつけてはどう

か？ 

第一多目的広場は、有料施設であり

ますが、憩いの広場としても利用でき

る場所であることから、フェンスの設

置は難しいと考えております。 

 


